２０１８年度事業報告書
2018年6月1日から2019年5月31日まで
特定非営利活動法人ＹＣスタジオ

１　移転後の事業変更と事業成果
　　2018年1月に白潟本町から天神ロータリーに移転。1階部分については、2018年1月から4月にかけて、若者たちのDIYにより内装など改修が終了、すてきな空間が完成。
5月には事業がスタートできると思っていたところ、2階でCafé等の飲食店営業をするためには、消防法・建築基準法・食品衛生法すべてをクリアしなければならないことが判明。１階から3階まで、全階の改修計画を設計段階から見直さなければならず、また資金不足、工務店さんの人手不足から、実際の工事は、2019年の1月に着手、完成は3月中旬までずれ込んだ。

そのため、2・3階はほぼ閉鎖状態を強いられ、したがって、居場所・相談事業については、何とか実施できたが、Caféの営業等の体験事業や、交流事業はほとんど実施不能となった。

広報にも規制がかかる状態だったので、従前からの利用者を対象に、居場所・相談事業を中心に、部分的に継続することとなった。

ただし、成果としては、その分だけ困難ケースに集中して対応をすることができたといえる。
飲食店営業については、保健所の許可が下りるまでは実施できず、メニュー開発やみんなで作って食べる、食の自律、料理教室のみを実施。　
2018年7月の天神祭の際には、臨時営業許可により、かき氷や生ビール、バーベキュー串焼きなどを販売し、地域の方や児童クラブの子ども達との交流した。　

[居場所・相談]：松江市若者支援対策事業（2018年6月～2019年5月）

　　　　　上記のような困難な状況が発生し、結果として計画の2分の１程度の事業しか実施ができなかった。しかし、このような状況の中でも、創意工夫により、複雑な困難ケースへの対応ができたことについて、専門機関との連携の仕方等、今後の事業展開を考える上で、課題も含めての収穫があったと考える。

　　　　YCスタジオの在り様について悩み抜き、全国各地の研究会や交流会に参加して、多くの知己を得ることができ、彼等との交流と学び合いが、今後の活動に向けての新たな理念や方向性を考えるヒントになっている。
・ありのままでOKの居場所

場所：　天神町事務所２階　キッチンと畳の小上がり

内容：　自由に過ごせる空間

昼食を一緒に作って食べる。
　延　計509人　実人数　27人

・相談（親の会、個人相談、ケース同行）

　　　　　　親の会　5回・個人相談　64回（実人数14人）

ケース同行　17回（実人数3人）　
［農と食による自立と仕事づくり］：YC事業(2018年6月～5月)
年賀寄付金配分事業（2019年4月～5月）

・農業（サポートファーム）
　　場所：大東・大根島・黒田町の農園
　　内容：サツマイモ、ニンニクの栽培、野草の採取
　　参加者：20～40代　　延　7人
・料理教室（メニュー研究、加工品の製造）

　　　場所：天神町事務所２階　キッチンsou　
　　　内容：ランチ研究、スイーツ研究
乾燥ハーブ・ハーブティー、黒ニンニクの製造
　　　　参加者：10代～40代　　延　23人　
・こだわり野菜市（仕事づくり）：野菜、加工食品の販売　
　　　場所：天神町事務所1階　玄関

　　　内容：野菜、焼き芋、焼き野菜、黒ニンニク、マコモ茶の販売
　　　参加者：10代～40代　延　257人　実人数16人
［居場所の応援ネットワーク］：YC事業（2018年6月～5月）

福祉医療機構社会福祉振興助成事業（2019年4月～5月）

・居場所交流（困難を抱える子ども若者の居場所の応援ネットワークを拡げ、深め、学び合う）
　　　場所：天神町事務所３階　事務室、１階フリースペース

　　　　　　県内居場所；浜田市pipipi、出雲市プラリネット、島根大学
県外交流・研究会参加；名古屋（当事者研究全国大会）、大阪（なるにわ）、

浜田（ACT全国大会）、松江（きらりin松江）
内容：県内外の草の根の居場所ネットワーク交流、研集会に参加　
参加者：居場所スタッフ、保護者　延　16人、実人数　7人
関係機関スタッフ、大学教員、保護者　　延　20人　実人数8人
［その他　YC事業　］

・アートスペース・シェアキッチンの貸し出し

　　　　アートスペース　　4月19・20日　コメッコ共同体　演劇「手」　12,400円
　　　　　　　　　5月25日　コメッコ共同体　ワークショップ高校生　3,000円
シェアキッチン　4月26日　環境農業を広める会　食事会　5,250円
・天神祭　　7月24・25日　　かき氷の販売　　約100名　参加
＊大熊一夫監督「精神病院のない社会」上映＆講演会

　「精神病院のない社会」実行委員会の事務局として、中心的に事業運営を担う。
5月19日（日）　松江市市民活動センター交流ホール

クラウドファンディングの実施、279500円の支援

当日参加者210名、記録集の編集発行。

多くの当事者、専門機関との繋がりを得て、2019年度の当事者と専門機関の連携事業に継続。
２　事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に関わる事業

	事業名
	　事業内容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額(円)



	
	助成・委託事業
	内容
	
	
	
	
	

	オルタナティブな学びの場の研・啓発・実践事業
	松江市

若者支援対策事業

	居場所

相談事業
親の会

個人相談

受診同行
	6月～12月

1月～5月
	YCスタジオ

松江、出雲、浜田　医療機関
	2人


	10代～40代

延509人　実人数18人

保護者・若者延12人

実人数7人
	1,964,833　　

　

　　

	
	年賀寄付金配分事業
	メニュー開発・食の自律

サポートファーム
	4月～5月
	YCスタジオ

大根島、大東

黒田町
	2人

2人
	10代～40代

延　23人

20代～40代

　延　7人
	875,000



	
	WAM

社会福祉振興助成事業
	居場所交流

連続講演会企画
	4月～

5月
	YCスタジオ

浜田、出雲、

YCスタジオ

島根大学

岡山
	2人

3人
	居場所スタッフ、保護者　延10人

スタッフ、保護者、関係機関　延　8人
	104,319



	
	その他
YC事業
	農と食による仕事づくり
	6月～3月


	YCスタジオ

大東、大根島


	3人


	10代～40代

延　257人

実人数16人
	5,071,870



	
	
	居場所交流事業


	6月～3月


	YCスタジオ

出雲、浜田、名古屋


	1人

1人
	居場所スタッフ　　6人

スタッフ、保護者　12人
	

	
	
	天神祭
	7月24

25日
	YCスタジオ
	3人


	一般　

約100人
	

	
	
	貸しスペース
	4月～5月
	YCスタジオ

アートスペース

YCスタジオ

シェアキッチン
	2人

2人
	10代～20代　延　35人

一般　15人
	

	
	合計
	8,016,022


（2）その他の事業

　　　　実施無し

